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１、わたくしたちは、きまりを守り、親切で明るい村をつくります。
１、わたくしたちは、仕事に喜びをもち、豊かな村をつくります。
１、わたくしたちは、青少年に希望を老人に生きがいを、そして心
のあたたかい村をつくります。

１、わたくしたちは、自然を愛し、花と緑の美しい村をつくります。
１、わたくしたちは、常に知識を求め、スポーツに親しみ、楽しい
村をつくります。

▲

村民憲章 ▲

風間浦保育所幼年消防クラブ

▲

今月の内容 ▲

2 ～ 3 風間浦村消防団定期観閲式
4～ 5 体育祭・運動会
6～ 7 交通安全教室・わだい
8～ 9 電源立地事業紹介
10 お知らせ
11 年金だより
12 社協だより
13 健康だより
14 ニューフェイス紹介（役場）・戸籍の窓



広　 報　 か　 ざ　 ま　 う　 ら （2）平成24年６月号

平
成
二
十
四
年
度 

風
間
浦
村
消
防
団
定
期
観
閲
式

人員服装及び機械器具点検

部隊整列 分列行進

五十洲消防団長による現況報告

　

平
成
二
十
四
年
度
風
間
浦
村
消
防
団
定

期
観
閲
式
が
四
月
二
十
二
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
閲
者
で
あ
る
飯
田
村
長
の
入
場
に
続

き
、
人
員
、
服
装
、
機
械
器
具
点
検
が
行

わ
れ
、
海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
の
演
奏

行
進
に
よ
る
分
列
行
進
に
は
た
く
さ
ん
の

声
援
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
易
国
間
漁
港
に
移
し
表
彰
式
、

一
斉
放
水
、
纏
振
り
演
技
、
ポ
ン
プ
操
法

が
行
わ
れ
、
五
十
洲
団
長
の
答
辞
が
述
べ

ら
れ
た
あ
と
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
万
歳

三
唱
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。



広　 報　 か　 ざ　 ま　 う　 ら（3） 平成24年６月号

指
揮
者

 

第
三
分
団　

駒
嶺　

祐
大
班
長小型動力ポンプ操法

指
揮
者

 

第
二
分
団　

永
井　
　

隆
部
長自動車ポンプ操法

指
揮
者

 

第
三
分
団　

木
下　

重
利
部
長纏振り演技 観閲者　飯田村長　登壇

▽
消
防
庁
長
官
表
彰
△

・
永
年
勤
続
功
労
章

　

本
部
分
団
分
団
長　
　
　

佐
賀　

敏
一

▽
青
森
県
知
事
表
彰
△

・
永
年
勤
続
功
労
章

　

第
一
分
団
団
員　
　
　
　

越
膳　
　

茂

　

第
一
分
団
団
員　
　
　
　

中
井　

直
樹

　

第
三
分
団
分
団
長　
　
　

山
本　

良
寛

　

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

木
下　

勇
一

　

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

亀
谷　

孝
広

　

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

松
本　

保
彦

　

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

根
戸
内
勝
美

　

第
四
分
団
部
長　
　
　
　

濱
邉　

俊
一

▽
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
△

・
勤
続
章

　

本
部
団
長　
　
　
　
　
　

五
十
洲
光
男

　

第
四
分
団
副
分
団
長　
　

阿
部　

一
二

▽
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰
△

・
有
功
章

　

本
部
団
長　
　
　
　
　
　

五
十
洲
光
男

・
功
労
章

　

本
部
団
長　
　
　
　
　
　

五
十
洲
光
男

　

第
四
分
団
副
分
団
長　
　

阿
部　

一
二

・
勤
功
章

　

本
部
部
長　
　
　
　
　
　

本
間　
　

浩

　

本
部
部
長　
　
　
　
　
　

菊
池　

克
晴

・
永
年
勤
続
章
二
十
五
年

　

第
一
分
団
団
員　
　
　
　

中
井　

直
樹

　

第
三
分
団
分
団
長　
　
　

山
本　

良
寛

　

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

木
下　

勇
一

　

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

亀
谷　

孝
広

　

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

松
本　

保
彦

　

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

根
戸
内
勝
美

　

第
四
分
団
部
長　
　
　
　

濱
邉　

俊
一

・
永
年
勤
続
章
二
十
年

　

第
一
分
団
班
長　
　
　
　

八
谷　

与
之

　

第
二
分
団
団
員　
　
　
　

大
渕　

祐
司

　

第
四
分
団
班
長　
　
　
　

阿
部　

法
明

　

第
四
分
団
団
員　
　
　
　

八
戸　

克
文

　

第
四
分
団
団
員　
　
　
　

木
下　

龍
美

・
永
年
勤
続
章
十
五
年

　

第
一
分
団
班
長　
　
　
　

柴
田　

賢
一

　

第
一
分
団
団
員　
　
　
　

古
谷　

昭
二

　

第
一
分
団
団
員　
　
　
　

能
渡　

昭
悦

　

第
二
分
団
団
員　
　
　
　

長
谷　
　

茂

　

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

木
下　

和
広

・
永
年
勤
続
章
十
年

　

本
部
分
団
団
員　
　
　
　

駒
嶺　
　

隆

　

第
一
分
団
団
員　
　
　
　

平
嶋　

祥
雄

　

第
三
分
団
班
長　
　
　
　

木
下　

仁
美

▽
む
つ
・
下
北
消
防
協
会
長
表
彰
△

・
優
良
団
員
章

　

本
部
分
団
団
員　
　
　
　

飯
田　

義
明

　

第
一
分
団
団
員　
　
　
　

岩
谷　

勝
幸

　

第
二
分
団
班
長　
　
　
　

伝
法　
　

毅

　

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

伊
藤　

直
人

▽
風
間
浦
村
長
感
謝
状
△ 

（
敬
称
略
）

・
永
年
勤
続
退
団
者

　

第
一
分
団
前
団
員　
　
　

米
谷　

勇
一

　

第
一
分
団
前
団
員　
　
　

松
原　

弘
幸

　

第
二
分
団
前
団
員　
　
　

高
瀬　

一
郎

　

第
三
分
団
前
団
員　
　
　

熊
谷　

浅
治

　

第
三
分
団
前
団
員　
　
　

能
登　

勝
彦

　

第
四
分
団
前
分
団
長　
　

木
下　
　

規

　

第
四
分
団
前
団
員　
　
　

浜
辺　
　

均

・
消
防
協
力
者

　

蛇
浦
小
学
校

《
受
章
者
》　 

（
敬
称
略
）
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紅　白　選　手　集　合

白 組 力 走紅 組 力 走 風　中　ソ　ー　ラ　ン

紅　組　応　援 白　組　応　援

風
間
浦
中
学
校
体
育
祭工藤太校長挨拶

　

第
27
回　

風
間
浦
中
体
育
祭
が
５
月
13

日
に
「
Ｕ
Ｎ
Ⅰ
Ｔ
Ｅ　

〜
ぼ
く
ら
の
絆
は

こ
こ
に
あ
る
〜
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
工
藤
太
校
長
よ
り
生
徒

達
に
対
し
全
校
生
徒
が
揃
っ
て
体
育
祭
が

行
な
え
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
励
ま
し
の
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
、
飯
田
村
長
か
ら
生

徒
達
へ
の
激
励
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
日
の
体
育
祭
は
、
晴
天
に
は
、
恵

ま
れ
ま
し
た
が
、
非
常
に
、
風
の
強
い
中
、

58
名
の
全
校
生
徒
た
ち
は
、
今
ま
で
の
練

習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、
堂
々
と
晴
々

と
し
た
中
学
生
ら
し
い
態
度
で
、
体
育
祭

に
臨
み
、
白
熱
し
た
競
技
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
全
校
生
徒
に
よ
る
風
間
浦
中

伝
統
の
風
中
ソ
ー
ラ
ン
で
は
、
新
し
い
揃

い
の
長
半
纏
を
身
に
纏
い
勇
壮
で
、
気
迫

溢
れ
る
演
技
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
ご
来
賓
と
地
域
の
方
々

の
ご
声
援
の
も
と
、
ど
の
種
目
に
お
い
て

も
、
生
徒
達
の
一
生
懸
命
さ
と
頑
張
り
が

伝
る
す
ば
ら
し
い
体
育
祭
で
し
た
。
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易 国 間 小 学 校 大 運 動 会

蛇 浦 小 学 校 大 運 動 会

管
内
３
小
学
校
運
動
会

下 風 呂 小 学 校 大 運 動 会

　

平
成
24
年
度
管
内
小
学
校
大
運
動
会
が

下
風
呂
小
学
校
及
び
蛇
浦
小
学
校
が
５
月

19
日
に
、
易
国
間
小
学
校
は
、
５
月
20
日

に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
の
中
、
児
童
生
徒
た
ち
は
、
会
場

に
か
け
つ
け
た
多
く
の
ご
来
賓
、
地
域
の

方
々
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
拍
手

と
声
援
の
中
、
今
ま
で
練
習
し
て
き
た
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
て
、優
勝
を
目
指
し
、

各
種
目
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　

各
小
学
校
と
も
、
す
ば
ら
し
い
運
動
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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安全な自転車の走行の仕方 横断歩道の正しい渡り方

道路の正しい歩行の勉強 須藤交通課長による交通安全のお話し

商工会青年部によるカーブミラー清掃 交通安全街頭指導

易

国

間

小

学

校

　
交
通
安
全
教
室

下

風

呂

小

学

校

　
交
通
安
全
教
室

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動

夜間・夕暮れ時に外出する際は反射材を着用しましょう！

　４月６日から15日までの10日間、春の交通安全運動が展開され、風間浦村及び関係団体においても様々な
運動が行われました。
　運動期間初日の６日にはあいにくの天候でしたが交通安全関係団体が一同に集まり、村内全域で交通安全
パレードを実施しました。
　また、易国間小学校・下風呂小学校では、４月13日に交通安全教室が開催され、大間警察署より須藤交通
課長及び和田風間浦駐在所長を講師に招き、こども達が自らの命を守るために、道路の歩行・横断や自転車
での走行・横断について正しい方法とルールを学びました。
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大間病院だより

ふるさと納税寄附金制度で風間浦村をサポートしてみませんか。
・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
制
度
と
は
？

　

ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
と
い
う
納
税
者
の
方
々
の
思
い
を
実
現
す
る
た

め
、
自
治
体
に
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
２
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、

個
人
住
民
税
や
所
得
税
が
一
定
額
ま
で
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

寄
附
先
は
自
分
の
出
身
地
や
過
去
の
居
住
地
に
限
ら
ず
、全
国
都
道
府
県
・

市
町
村
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
好
き
な
地
域
を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
寄
附
金
の
使
い
道
に
つ
い
て

　

風
間
浦
村
で
は
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
次
の
６

つ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
事
業
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
教
育
・
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
事
業

２
．
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業

３
．
健
康
増
進
及
び
福
祉
医
療
の
向
上
に
関
す
る
事
業

４
．
交
通
の
発
達
及
び
改
善
に
関
す
る
事
業

５
．
地
域
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事
業

６
．
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
に
村
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

・
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
っ
て
自
治
体
に
寄
附
を
行
っ
た
場
合
は
、
２
千

円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税
所
得
割
の
概
ね
１
割
を
上
限
と

し
て
、
所
得
税
と
合
わ
せ
て
控
除
さ
れ
ま
す
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
寄
附
手
続
き
に
つ
い
て

　

寄
附
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
風
間
浦
村
役
場
総
務
課
ま
で

提
出
し
て
下
さ
い
。

　

申
請
書
は
風
間
浦
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
郵
送

で
も
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、風
間
浦
村
役
場
総
務
課
へ
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

　

下
風
呂
地
区
出
身
で
青
森
市
で

設
計
事
務
所
を
経
営
さ
れ
て
い
る

丸
山
孝
雄
さ
ん
よ
り
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
担
当
窓
口
】

　

風
間
浦
村　

総
務
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

 

〇
一
七
五

－

三
五

－

二
一
一
一

大間病院　副院長　穐　元　　　崇
　大間町、佐井村、風間浦村、北通り３町村の皆様、はじめまして。前任の三戸町より４月に大間病院
へ赴任しました穐元崇（あきもとたかし）と申します。下北勤務は初めてですが少しでも早く慣れて住
民の皆様によい医療が提供できるよう努力する所存です。
　大間町含め北通り３町村は漁業など第１次産業の比率が高く、そのためか現役で仕事をしていてお元
気な方が多いように思われます。病院に来ないのもよいのですが、いつまでも元気で働くためにこそ健
康を維持するため病院に通院し、体のケアを行うというのはいかがでしょうか。元気な方の健康サポー
トに関しても力を入れていきたいと思っていますのでお気軽に病院へご相談ください。
　また50人以上の事業所も多く、産業医としても４月赴任から一部関わっております。従業員の方の健
康問題、また職場環境などもできうる限り相談してよりよいものにしていけたらよいと考えています。
　病院スタッフ、事務の方々と一緒に一丸となって大間病院を盛り上げていきます。
　季節がら暖かい季節となってきました。外が気持ちいい気候になってきましたが怪我などされません
よう皆様十分ご留意ください。
　これから宜しくお願い申し上げます。
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平成23年度電源立地地域対策交付金事業紹介

（下風呂小学校）

（易国間小学校）

（蛇浦小学校）

　電源立地地域対策交付金は、発電
用施設の周辺地域における公共用施
設の整備や地域住民の福祉の向上を
図ることを目的として交付金が交付
されます。
　風間浦村では、平成 16 年度より、
大間原子力発電所に係る電源立地地
域対策交付金（促進枠分）が交付さ
れており、地域活性化措置として村
民の福祉サービスを提供する事業や
生活利便性の向上に資する事業に交
付金を活用しております。
　また、その一部を将来的な村財政
の安定化を図るため、基金（貯金）
として積み立てを行っています。

（ごみ収集運搬事業）

◇管内小学校維持運営事業
　管内小学校維持運営費として人件費等及
び電気使用料に交付金を充当していま
す。
　事 業 費　5,250,125円
　交付金額　4,800,000円

◇ごみ収集運搬事業
　ごみ収集運搬委託料に交付金を充当して
います。

　事 業 費　23,678,000円
　交付金額　16,000,000円
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◇風間浦村保育サービス提供事業
　風間浦保育所の事業運営費として人件費
等及び電気使用料に交付金を充当してい
ます。
　事 業 費　55,627,611円
　交付金額　55,000,000円

（風間浦村保育所サービス提供事業）

◇風間浦村英語教育推進事業
　英語指導助手（ＡＬＴ）の人件費に交付
金を充当しています。

　事 業 費　3,864,000円
　交付金額　3,700,000円

（風間浦村英語教育推進事業）

◇風間浦消防分署運営事業
　風間浦消防分署の事業運営費として人件
費等に交付金を充当しています。

　事 業 費　115,387,505円
　交付金額　114,000,000円

（風間浦消防分署運営事業）

◇風間浦中学校維持運営事業
　風間浦中学校の維持運営費として人件費
等及び電気使用料に交付金を充当してい
ます。
　事 業 費　9,761,199円
　交付金額　9,000,000円

（風間浦中学校維持運営事業）

　将来的な公共施設の維持運営経費の負担
に対応するため、基金の積立を行ってい
ます。
　事　業　費 　80,122,000円
　交 付 金 額 　80,122,000円
　積立累計額　172,676,914円
 　（H24.3.31現在）

＜参考：対象となる公共施設一覧＞
①蛇浦小学校　　　　⑦桑畑公民館
②易国間小学校　　　⑧下風呂公民館
③下風呂小学校　　　⑨海峡の里スポーツ公園
④風間浦中学校　　　⑩風間浦保育所
⑤蛇浦公民館　　　　⑪風間浦消防分署
⑥中央公民館

◇風間浦村公共施設維持運営基金造成事業
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生活スタイルや目的に応じて、自分のペースで
学習できる放送大学で学んでみませんか？

自動車税の納付をお早めに

平成24年度国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ

平成24年度労働保険年度更新の手続きについて

　放送大学はテレビ等の放送で授業を行う通信制
の大学です。働きながら学んで大学を卒業したい、
学びを楽しみたいなど、さまざまな目的で、様々
な年代や職業の人達が学んでいます。
　大学や大学院の授業科目を１科目から気軽に学
べるチャンスです。この機会にあなたも放送大学
で学んでみませんか?!

★放送大学の教養学部と大学院の特長の一部を
　ご紹介します。
～教養学部のご紹介～
（１）学力試験はありません。
（２）15歳以上ならば誰でも選科履修生・科目履
修生として入学でき、約260科目の中から好
きな科目を１科目からでも学べます。

（３）18歳以上で大学入学資格をお持ちの方は誰
でも全科履修生として入学でき、卒業すると
学士（教養）の学位を取得できます。

（４）「放送大学エキスパート」では、「心理学基
礎プラン」、「健康福祉指導プラン」、「福祉コー
ディネータプラン」など全24プランを実施。
ひとつの分野を体系的に学ぶことができ、認
証条件を満たされた方には「認証状」が交付
されます。
学生の種類 入学料 授 業 料

科目履修生
（６ヶ月在学し、希望する科目を履修） 6,000円

１科目（２単位）
11,000円

（テキスト代含む）
選科履修生
（１年間在学し、希望する科目を履修） 8,000円

全科履修生
（４年以上在学し、卒業を目指す） 22,000円

～大学院のご紹介～
　18歳以上ならば誰でも修士選科生・修士科目生
として入学でき、約70科目の中から好きな科目を
１科目から学べます。

学生の種類 入学料 授 業 料
修士科目生
（６ヶ月在学し、希望する科目を履修） 12,000円 １科目（２単位）22,000円

（テキスト代含む）修士選科生
（１年間在学し、希望する科目を履修） 16,000円

★只今平成24年度第２学期学生を募集しております。
★詳しい資料を無料進呈いたしますので、お気軽に
　お問合わせください。
★出願期間：平成24年６月15日～平成24年８月31日（必
　着）【インターネット出願は６月１日より受付開始】
資料請求・お問い合わせ先
放送大学
青森学習センター　　℡．0172-38-0500
　〒036-8561　弘前市文京町3　コラボ弘大7階
八戸サテライトスペース　　℡．0178-70-1663
　〒039-1102　八戸市一番町1-99-22　ユートリー 4階
放送大学ホームページ　　http://www.ouj.ac.jp

　平成24年度の自動車税の納期限は、７月２日（月）です。
　自動車税は、下北地域県民局県税部窓口、金融機関のほか、お近
くのコンビニエンスストアでも納付できます。
　コンビニエンスストアでは、休日・夜間でも納付できますが、納
期限を経過したときは取扱いできない場合がありますので、納期限
を守って納付してください。
　納税通知書に付いている納税証明書は、車検の際に必要となりま
すので、車検証と一緒に大切に保管してください。
　なお、今年６月から、自動車税をクレジットカードで納付できる
ようになりました。
　納付の手続きは、パソコン・携帯電話で「Yahoo!公金支払い」の
サイトから納税通知書に記載されている「納付番号」、「確認番号」
やクレジットカードの番号などを入力して行います。（１件につき決
済手数料315円がかかります。）
問い合わせ先
　『下北地域県民局県税部納税管理課』 電話22－8581　内線210、211

　仙台国税局では、バイタリティあふれる税務職員を募集しています。
　税務職員は、国の財政を支える重要な仕事を担い、国税局や税務署
において調査・徴収や指導などを行う税のスペシャリストです。
■受験資格
１試験年度の４月１日において、高等学校又は中等教育学校を卒業し
た日から起算して３年を経過していない者及び試験年度の３月まで
に高等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者

２人事院が上記１に掲げる者と同等の資格があると認められる者
■受験申込受付期間
１インターネット申込
　平成24年６月26日（火）から平成24年７月５日（木）まで
　インターネット申込専用アドレス　
 　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
２郵送・持参申込
　平成24年７月２日（月）から平成24年７月10日（火）まで
■問合せ先
　人事院東北事務局　　　☎022－221－2022
　仙台国税局人事第二課　試験研修係　☎022－263－1111（内線3236）

　労働保険の年度更新（平成23年度確定保険料と平成24年度概算保険料の
申告・納付手続きのことをいいます。）を行っていただく時期となりました。
　平成24年度の申告・納付期間は、６月１日から７月10日までとなってお
りますので、お早めにお近くの金融機関・郵便局等で手続きをお願いしま
す。
※お問合せ先：青森労働局総務部労働保険徴収室（電話017 ー 734－4145）
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年金
だより

電子版「ねんきん定期便」が
開始されました　　　　　　

電子版「ねんきん定期便」
　日本年金機構では、すべての年金加入者（約6,600万人）を対象に、毎年誕生月に「ねんきん定期便」を郵
送しています。この「ねんきん定期便」が、日本年金機構のインターネットサービスである「ねんきんネット」
によって確認できるようになりました。

電子版「ねんきん定期便」のメリット
　年金記録は毎月更新されています。しかし、郵送による「ねんきん定期便」では、年１回のみの通知であ
るため、この毎月更新されている年金記録を確認することはできません。電子版「ねんきん定期便」では、
最新の年金記録を24時間いつでも確認することができます。
　また、郵送による「ねんきん定期便」では、35歳、45歳、58歳の節目の年齢のときに送付されるもの以外は、
直近１年分の年金記録しか記載されていません。電子版「ねんきん定期便」では、すべての期間の年金記録
が確認できます。
　さらに、確認した内容を残しておきたい方は、いつでもダウンロードして手元に保存しておくことができ
ます。

電子版「ねんきん定期便」を利用するには
　電子版「ねんきん定期便」を利用するためには、日本年金機構のホームページで「ねんきんネット」の利
用登録をして専用のユーザＩＤを入手する必要があります。ユーザＩＤの入手方法は次のとおりです。
①はじめて利用申込みをする場合（アクセスキーを持っていない場合）
　登録後、約５日程度でユーザＩＤが手元に郵送されます。
②「年金個人情報提供サービス」（平成23年２月まで）を利用していたことがある場合
　「年金個人情報提供サービス」は、平成23年３月からは「ねんきんネット」に統合されています。｢ねんきんネッ
ト」のログイン画面に「年金個人情報提供サービス」で使用していたユーザＩＤとお客様設定パスワード
を入力すると、｢ねんきんネット」用の新たなユーザＩＤが即座に発行されるので、すぐに利用開始できます。
お客様設定パスワードはそのまま使用できます。
③はじめて利用申込みをする場合（アクセスキーを持っている場合）
　アクセスキーを使って申し込むとユーザＩＤをすぐに取得できますので、「ねんきんネット」をより早く利
用開始できます。アクセスキーは平成23年４月以降に送付された「ねんきん定期便」に記載されています。

誕生月にお知らせが届きます
　電子版「ねんきん定期便」を利用すると、誕生月に「ねんきん定期便」や「振込通知書」などのお知らせが、
利用登録しているメールアドレスあてに配信されてきます。

電子版「ねんきん定期便」の確認
　電子版「ねんきん定期便」には、50歳以上の人用、50歳未満の人用、そして年金受給者であり現役被保険
者の人用の３種類があります。
　電子版「ねんきん定期便」に加入記録の記載もれや記載内容の誤りがないかをよく確認します。記載もれ
や記載内容の誤りがあった場合には、「年金加入記録 回答票」を印刷し、必要事項を記入して回答します。
　記載もれや記載内容の誤りがない場合には、「回答票」で回答する必要はありません。

「ねんきん定期便」の郵送希望登録
　書面による「ねんきん定期便」の郵送に代えて、電子版の ｢ねんきん定期便」を利用することで、郵送費
などのコスト削減や資源の節約につながります。書面による「ねんきん定期便」の郵送を今後も希望するか
否か、ログイン後の画面で希望を登録することができます。
　なお、書面による「ねんきん定期便」の郵送を希望しても、後で変更することもできます。
　また、郵送を「希望しない」と登録した場合でも、35歳、45歳、58歳の節目の年齢には、書面による ｢ね
んきん定期便」は郵送されます。



広　 報　 か　 ざ　 ま　 う　 ら （12）平成24年６月号

社
　
協
　
だ
　
よ
　
り
Vol.227

～平成24年度社会福祉協議会実施事業概要～
区分 事 業 名 称 事 業 内 容 お よ び 前 年 度 実 績 事業費

補
助
事
業
等

法 人 運 営 事 業
法人運営（理事会・評議員会運営、法務、総務、経理）
関係団体事務局運営（老人クラブ連合会、身体障害者福
祉会母子寡婦福祉会、手をつなぐ親の会、共同募金委員会）

17,919

ボランティアセンター活動事業 ボランティア活動団体、ボランティア推進校への支援、協働 186

福祉安心電話サービス事業 緊急通報機能付電話設置者への月会費助成、安否確認※実施主体：青森県社協（年度末設置者：０件）※２名退会 64

移 送 サ ー ビ ス 事 業 身体障害者、要介護者を病院・施設に移送（延利用数886人） 1,722

たすけあい資金貸付事業 低所得者世帯等に対する生活・医療・更生資金等の貸付（23年度新規貸付件数：８件　貸付総額：636,000円） 603

共
同
募
金

事　
　

業

共同募金配分金事業 ※①②は、前年度募金実績で県共募より事業費配分を受ける
①独居老人ふれあい旅行 年１回実施（23年度、参加者数20人） 81
②移送サービス事業配分 移送サービス事業に対し、事業費を配分 290
③ＮＨＫ歳末たすけあい事業 85歳以上の在宅低所得単身世帯に年末おせちを配給（15人） 45

受
託
事
業

生活福祉資金貸付事業 低所得者等への貸付、償還指導を民生委員の協力により実施※実施主体：青森県社協　（新規貸付３件、貸付中33件） 90

ほのぼのコミュニティ 21推進事業 ※風間浦村からの受託事業
①ほのぼの交流協力員事業 ボランティアの協力員（28名）による安否確認、声がけ運動 15
②地域ふれあい交流会開催事業 小学生と高齢者の交流会を計３回実施（延参加者数53人） 59
③ボランティア活動推進事業 ほのぼの協力員に対するボランティア保険加入費助成 16

介
護
保
険

事　
　

業

デイサービスセンター事業
① 通 所 介 護 事 業 要介護者の入浴、給食等の通所サービス（延利用数2,488人） 34,531
②介護予防通所介護事業 要支援者の入浴、給食等の通所サービス（延利用数1,030人）
③生きがい活動支援通所 自立した方の通所サービス（延利用数126人）
居 宅 介 護 支 援 事 業 要介護者のケアプラン作成、給付管理（３月利用者47人） 10,422

単位（千円）
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ど
の
福
祉

事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
収

入
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
会
費
だ
け
で
は

賄
え
な
い
部
分
は
、
風
間
浦
村
か
ら
の
補

助
金
や
共
同
募
金
配
分
金
な
ど
に
よ
り
運

営
し
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
の
は
、
行
政
組
織
で
は
無
い
社
協

が
、
皆
様
に
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
に
あ
た
り
、
地
域
社
会
全
体
の
支
え
合

い
で
行
う
。
と
い
う
住
民
主
体
の
理
念
に

基
づ
く
も
の
で
す
。

【
社
協
会
費
の
概
要
】

一
．
会
員
種
別

　
　
　

①
特
別
賛
助　
　

年
額
三
千
円

　
　
　

②
賛　
　

助　
　

年
額
一
千
円

二
．
二
十
三
年
度
実
績
（
計
７
２
０
件
）

　
　
　

①
特
別
賛
助
会
費
（
57
件
）

　
　
　
　
　
　
　

一
七
一
、〇
〇
〇
円

　
　
　

②
賛
助
会
費
（
６
６
３
件
）

　
　
　
　
　
　
　

六
六
三
、〇
〇
〇
円

（
問
い
合
わ
せ
先
：
社
協
事
務
局
）

　

三
五
―
二
二
四
三
（
担
当
：
木
下
）

新
評
議
員
紹
介

　

選
出
団
体
の
異
動
な
ど
に
伴
い
、
理
事

会
に
お
い
て
新
評
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

評
議
員
は
定
数
26
名
で
、
民
生
委
員
、

福
祉
団
体
（
老
人
ク
ラ
ブ
等
）、
自
治
会

等
住
民
組
織
や
公
的
機
関
の
代
表
者
等
に

よ
り
構
成
さ
れ
、
次
の
事
項
は
評
議
員
会

の
議
決
を
要
し
ま
す
。

①
「
予
算
・
決
算
、
事
業
計
画
・
報
告
、

基
本
財
産
の
処
分
」

②
「
予
算
外
の
新
た
な
義
務
の
負
担
ま
た

は
権
利
の
放
棄
」

③
「
定
款
の
変
更
・
合
併
・
解
散
」

【
新
評
議
員
】

（
任
期
：
平
成
25
年
4
月
30
日
迄
）

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員

 

古　

谷　

聰　

子

 

（
民
生
委
員　

林　

喜
美
子
）

○
公
民
館
長

 

白　

取　

伸　

一

 

（
公
民
館
長　

佐
賀　

英
樹
）

○
村
民
生
活
課
総
括
主
幹

 

中　

津　

朝　

子

 

（
同
課
副
参
事　

佐
賀　

克
明
）

○
校
長
会
長

 

田　

中　

文　

男

 

（
校
長
会
長　

渡
部　

清
継
）

○
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

 

酒　

井　

敦　

弘

 

（
同
会
長　

駒
嶺　

祐
大
）

※
（　

）
内
は
前
任
者
職
氏
名
。
敬
称
略

※事業費は24年度経常支出額。たすけあい資金事業は社協独自財源で運用。
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健　康　だ　よ　り
夏の特定健診・がん検診のお知らせ



広　 報　 か　 ざ　 ま　 う　 ら （14）平成24年６月号

戸 籍 の 窓

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
軽 自 動 車 税 ５月31日
固 定 資 産 税 ５月31日 ７月31日 12月25日 ２月末日
村 県 民 税 ６月30日 ８月31日 10月31日 １月31日
国民健康保険税 ７月31日 ８月31日 ９月30日 10月31日 11月30日 12月31日 １月31日 ２月末日

村税は納期内に納めましょう！　風間浦村役場　税務会計課（TEL35-2111）

納 期 一 覧 表

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
の

紹
　
　
介

　この４月から
風間浦村役場で、
勤務することと
なった職員を紹
介します。

①出身地
②担当課職名
③ひとこと平　嶋　俊　介

①
風
間
浦
村
易
国
間

②
産
業
建
設
課　

建
設
グ
ル
ー
プ　

主
事

③
は
じ
め
ま
し
て
、
４
月
よ
り
風
間
浦
村

役
場
に
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
平
嶋
と
申
し
ま
す
。

　

こ
の
村
を
離
れ
早
十
数
年
、
ご
縁
あ
っ

て
ま
た
戻
っ
て
来
ら
れ
た
こ
と
に
何
か

の
運
命
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
貢
献
で
き
る
機

会
を
頂
く
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
風
間
浦
村
の
発
展
に
貢
献
し
、

住
民
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一

杯
努
力
し
ま
す
の
で
、
皆
様
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

税　務
だより

山　本　めぐみ

①
風
間
浦
村
蛇
浦

②
村
民
生
活
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ
主
事
補

③
先
日
ま
で
商
工
会
で
観
光
の
仕
事
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
春
か
ら
は
役
場
で

福
祉
関
係
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
福
祉
の
仕
事
は
大
変
奥
が
深

く
、
毎
日
勉
強
の
日
々
で
す
。
早
く
一

人
前
に
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
、

村
の
た
め
に
貢
献
出
来
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

木　下　真菜美

①
風
間
浦
村
桑
畑

③
総
務
課　

総
務
グ
ル
ー
プ　

主
事
補

③
自
分
の
生
ま
れ
た
風
間
浦
村
で
働
け
る

こ
と
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

風
間
浦
村
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
、
自
分
の
持
て
る
限
り
の

力
で
、
村
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（４月届出分）

●お誕生おめでとう
能　渡　朔

さく

太
た

郎
ろう

　く　ん（春実）下風呂 （４月末現在）
私たちの村の人口

　男　　1,169人 （先月比－5人　）
　女　　1,183人 （　〃　±0人　）
　計　　2,351人 （　〃　－5人　）
世帯数　1,028世帯 （　〃　＋1世帯）

●お悔やみ申し上げます
五十洲　德　光　さん　（80歳）蛇　浦
山　本　ゆ　き　さん　（96歳）蛇　浦
飯　田　小　波　さん　（73歳）易国間
藤　森　昭　吉　さん　（78歳）易国間
長　谷　冨士枝　さん　（83歳）下風呂
長　谷　博　人　さん　（85歳）下風呂


